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KT-11株 化粧料用途での皮膚バリア機能効果確認 

-日本農芸化学会 2021年度大会にて発表- 

株式会社キティーは、Lactobacillus crispatus KT-11株の皮膚バリア機能についてヒト表皮角化細胞を用

いて解析を行いました。 

この研究成果について、日本農芸化学会 2021年度大会にて発表いたします。 

 

【研究概要】 

Lactobacillus crispatus KT-11 株 (KT-11) は、健康な乳幼児から分離された乳酸菌です。これまでに

KT-11は、食品としてアレルギー症状の改善作用を、化粧料としてヒアルロン酸産生促進作用や SOD2発現

促進作用、MMP-3 発現抑制作用などの皮膚機能改善作用を持つことが示されています。本研究では、

KT-11の化粧料としてのさらなる有用性を検討することを目的とし、KT-11が皮膚のバリア機能に及ぼす影響

についてヒト表皮角化細胞を用いて評価しました。 

 KT-11 を添加したヒト表皮角化細胞から total RNA を回収し、皮膚のバリア機能に関与する遺伝子の発現

を評価したところ、タイトジャンクション構成タンパクである occludin、claudin4 の発現量増加が確認されまし

た。さらに Transwellを用いた試験では、KT-11の添加により経上皮電気抵抗値の増加が確認されました。 

 このことから、KT-11 はタイトジャンクション形成を促進し、皮膚バリア機能向上作用を有することが示唆さ

れました。 
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